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伝えたいこと

情報Ⅰの学習成果を
ポートフォリオとしてまとめ
問題解決のツールとして活用
させませんか？



発表の流れ

（１）問題解決のためのツールとしてのポートフォリオ

（２）どのようにしてポートフォリオを作るのか

（３）実際に問題解決に取りませてみた結果



情報
デザイン

プログラ
ミング

ネットワーク
データ

問題
解決

情報Ⅰの基本構造はどうなっているか？



情報Ⅰの構造は問題解決
を行うために

・情報デザイン
・プログラミング
・データの活用

をツールとして
活用する

• アシアル情報教育研究所オンラインセミナー「高等学校『情報科』事例セミナー～情報技術を活用した問題の発見・解決～」
京都精華大学鹿野利春教授の発表資料より引用

https://edtechzine.jp/article/detail/5817
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情報Ⅰの学習活動の中で
問題解決のツール
としてポートフォリオを位置付け
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生徒による問題解決は以下の３観点
がすべて必要である
→知識・技能
→思考・判断・表現
→主体的に学習に取り組む態度

・発展的な課題で主体的に
学習に取り組む態度評価できる



主体的に学習に取り組む態度は
２つの側面をバランス良く見る
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・UIとUXを扱った授業を
行いたい

・情報のデジタル化は
しっかりとやる

・情報デザインを作るだけ
ではなく、しっかりと問
題解決までもっていく
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・コンピュータのしくみ
・外部装置との接続
・プログラミングは
シミュレーションで
問題解決を行う

河合塾 キミの未来発見 https://www.wakuwaku-catch.net/jirei22217/
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・プログラミングでネット
ワークのしくみを理解

・ネットワークと情報シス
テムは講義だけではなく
演習による体験も

・データ活用で生徒たちの
身近な問題解決を行う
実践

河合塾 キミの未来発見 https://www.wakuwaku-catch.net/jirei18101/



発表の流れ

（１）問題解決のためのツールとしてのポートフォリオ

（２）どのようにしてポートフォリオを作るのか

（３）実際に問題解決に取りませてみた結果



ポートフォリオは３つ
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１枚ポートフォリオ Googleサイト ワークシート



１枚ポートフォリオ
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堀は、「一枚ポートフォリオ評価は、教師がねらいとする学習の
成果を、学習者が一枚のシートの中に学習前、中、後の学習履歴
として記録し、シートに書かれた内容をもとに自己評価させる方法をいう。

振り返りをスプレットシートで作成しているが、
フォーマットを改善し、単元の問に対して振り返る
ことで、最終課題に繋げる



各章の最後にGoogleサイトにて
授業で作成した成果物をまとめさせる
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１．サービスについてブレストして、アイデアシート作成

２．サービスの内容を
受けるユーザーの
簡易ペルソナ制作

３．簡易ペルソナの
視点で校舎を周り
共感マップ制作

４．共感マップよりカスタマージャーニーマップ制作

５．ユーザーにとって
一番切実な問題を
解決する情報デザイン
のプロトタイプ

６．プロトタイプした
情報デザインを
どう評価するのか
検討する



１枚ポートフォリオは
単元設計と単元の問いが重要
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発表の流れ

（１）問題解決のためのツールとしてのポートフォリオ

（２）どのようにしてポートフォリオを作るのか

（３）実際に問題解決に取りませてみた結果



ポートフォリオを活用した問題解決に
何度も取り組ませ知恵にする（DIKWピラミッド）
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ポートフォリオを
活用した問題解決
↑
授業でまとめた
ポートフォリオ
↑
教科書



第１章はポートフォリオを
参考に問題の発見しレポートに（発見）
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第２章はポートフォリオを
参考に問題の発見しレポートに（発見）
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情報デザインの評価について
→生徒のデザインによって適切な評価方法が
異なる。そのため生徒たちの手で評価を
グループで考えさせ集計し、レポートを提出
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文化祭の情報デザインは
問題解決のポートフォリオとレポート
（発見・解決）
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伝えたいこと

情報Ⅰの学習成果を
ポートフォリオとしてまとめ
問題解決のツールとして活用
させませんか？


